
　肩肘疾患は私たちに身近なものであるのに対し、その専門医は少な
いのが現状です。肩肘疾患治療を専門とされる医師の菅谷啓之先生は、
関節鏡視下手術の第一人者であり、年間の外来患者数は約12,000人、
手術数は約1,000件にもなるといいます。千葉県の船橋整形外科病院で
は、スポーツ医学・関節センター長を務められ、この度、東京・池袋に東京
スポーツ＆整形外科クリニック（TSOC）を開院されました。
　世界的ドクターである菅谷先生の治療方針は、手術療法ありきではなく、
理学療法士（PT）との連携によるリハビリテーションを中心とした、保存
療法に重点を置くものです。その保存療法を、菅谷先生とともに長年に
わたって追求されてきた理学療法士の高村隆先生は、何人もの有名トップ
アスリート選手を現役復帰させる理学療法のスペシャリストです。世界
最高峰の確かなチーム医療により、多くの患者さんを笑顔にしているお
二人に、本当の治療とは何か、ホグレルをどのように見るかという、お話
を聞きました。 ～保存療法で100％以上の復帰を目指す～
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東京スポーツ＆整形外科クリニック（TSOC）
東京都豊島区上池袋4丁目29-9
KITAIKE TERRACE（北池テラス）2階・地下1階


